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こどもを交通事故から守ろう

春
の
交
通
安
全
運
動

―
5

月
1
1
日

～
2
0
日
―

全
区
を
あ
げ
て
事
故
防
止
に
た
ち
あ
が
ろ
う

最
近
、
交
通
事
故
に
、
日
増
に

増
加
す
る
一
方
で
、
一
向
に
へ
る

様
子
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
連
日

の
よ
う
に
子
供
が
車
に
は
ね
ら
れ

死
傷
し
て
い
る
こ
と
は
実
に
い
た

ま
し
く
、
ま
た
、
真
夜
中
安
ら
か

に
眠
っ
て
い
る
民
家
に
飛
込
ん
で

く
る
ダ
ン
プ
カ
ー
、
ふ
と
ん
の
中

で
自
動
車
事
故
に
あ
う
な
ど
は
、

ま
っ
た
く
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
走
る

凶
器
か
ら
自
衛
す
る
た
め
に
、
こ

の
恐
ろ
し
い
事
故
の
原
因
に
つ
い

て
も
っ
と
考
え
、
深
く
反
省
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
な
っ
て

い
ま
す
。

母
親
が
も
う
少
し
注
意
し
て
い

た
ら
子
供
は
事
故
に
あ
わ
な
か
っ

た
だ
ろ
う
と
か
、
運
転
手
に
酒
を

す
す
め
た
ば
っ
か
り
に
大
き
な
事

故
を
起
し
た
と
か
、
す
べ
て
現
実

の
交
通
事
情
を
甘
く
み
て
い
る
こ

と
に
原
因
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
た
ち
は
信
号
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
よ
く
知

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
右
側
を
歩
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
、
し

か
し
、
な
ぜ
こ
れ
を
実
行
し
な
い

人
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
車
の

疾
走
す
る
車
道
を
馳
け
ぬ
け
て

も
、
一
体
何
分
時
間
を
と
く
し
た

と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
安
全
に

正
し
く
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
、
な

ぜ
自
分
を
守
ろ
う
と
し
な
い
の

か
。
私
た
ち
は
も
っ
と
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ち
ょ

っ
と
ぐ
ら
い
、
い
い
だ
ろ
う
と
い

う
心
の
ゆ
る
み
が
事
故
を
ま
ね
く

大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
私
た
ち
は
大
い
に
反
省
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

今
月
1
1
日
か
ら
は
じ
ま
る
交
通

安
全
運
動
は
、
区
が
主
体
と
な
り

区
内
各
警
察
署
等
関
係
機
関
一
丸

と
な
っ
て
実
施
し
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
も
、
自
分
を
守

る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
社
会
不

安
を
な
く
す
た
め
に
、
こ
の
運
動

に
協
力
し
、
実
行
し
て
下
さ
い
。

一
、
正
し
い
横
断
を
す
る

二
、
安
全
な
運
転
を
す
る

三
、
こ
ど
も
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
。

四
、
踏
切
は
、
一
時
止
ま
っ

て
か
ら
渡
る
。

五
、
よ
い
交
通
環
境
を
つ
く

る
。
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昭和37年度予算きまる
億 千 百

一般会計総額242223 万円

昭
和
3
7年
度
予
算
が
去
る
3
月
2
2

日
の
第
一
回
定
例
区
議
会
で
議

決
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
規
模
は

一
般
会
計
当
初
予
算
一
八
億
一
八

四
三
万
余
円
、
第
一
次
同
時
追
加

予
算
六
億
三
七
九
万
余
円
で
合
計

二
四
億
二
二
二
三
万
余
円
、
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
当
初
予
算
四

億
七
六
六
万
余
円
、
質
屋
事
業
会

計
当
初
予
算
二
四
五
六
万
余
円
で

予
算
総
額
は
二
八
億
五
四
四
六
万

一
八
五
九
円
で
す
。

こ
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
を
前

年
度
同
期
の
も
の
と
比
較
し
て
み

ま
す
と
六
億
三
四
六
八
万
九
三
〇

五
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
予
算
編
成
方
針
と
し

て
は
足
立
区
の
実
状
に
て
ら
し
、

教
育
行
政
、
土
木
事
業
等
に
重
点

を
お
い
て
、
年
度
当
初
か
ら
見
込

み
得
る
必
要
経
費
を
年
間
分
編
成

し
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
ら
の
経
費
を
賄
う
財
源
と

し
て
は
、
所
得
水
準
の
向
上
に
伴

う
区
税
の
増
収
と
、
財
政
規
模
の

増
大
に
よ
る
都
か
ら
の
財
政
訓
整

交
付
金
の
増
額
、
及
び
そ
の
他
の

収
入
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
増
収

を
見
込
み
ま
し
た
。

各
款
別
計
上
額
は
下
記
の
と
お
り

で
す
が
、
こ
の
な
か
か
ら
主
な
事

務
事
業
及
び
新
し
い
事
業
な
ど
を

拾
い
出
し
て
み
ま
す
と
、

一
般
会
計
で
は

土
木
費
…
…
昨
年
度
建
設
し
た
大

谷
田
南
公
園
プ
ー
ル
の
循
環
浄
化

装
置
等
の
設
置
費
三
四
〇
万
円
、

児
童
遊
園
築
造
費
五
三
万
円
、
民

間
か
ら
区
に
移
管
を
予
定
さ
れ
る

防
犯
灯
(
約
一
千
灯
)
の
維
持
費

昭和37年度当初第1次追加予算( 一般会計)

歳 入 歳 出



区 政 の お 知 ら せ第129 号( 3)

三
八
〇
万
円
、
路
面
補
修
費
二
一

カ
所
分
一
億
三
千
万
円
、
老
朽
橋

八
橋
の
架
替
工
事
費
一
二
〇
九
万

円
、
側
溝
改
修
費
八
カ
所
で
九
二

五
万
円
、
公
共
溝
渠
改
修
費
一
七

カ
所
一
億
四
千
万
円
、
公
共
溝
渠

の
浚
渫
費
一
〇
カ
所
三
八
五
万

円
、
千
住
五
丁
目
公
衆
便
所
改
造

費
九
五
万
円
、
区
画
整
理
組
合
設

立
準
備
助
成
費
一
〇
〇
万
円
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

建
築
事
業
費
…
…
第
十
四
、
十
五

両
出
張
所
改
築
費
五
四
五
万
円
、

文
化
会
館
の
暖
冷
房
装
置
な
ど
の

工
事
費
二
五
〇
五
万
円
。

教
育
費
…
…
中
学
三
年
生
用
一
人

机
、
椅
子
一
万
人
分
の
購
入
費
二

千
万
円
、中
学
校
の
特
別
教
室
充

実
費
八
一
〇
万
円
、
小
学
校
の
六

年
全
学
級
に
子
テ
レ
ビ
を
設
置
す

る
経
費
八
二
八
万
円
、
養
護
学
園

の
衛
生
室
物
置
等
の
改
修
費
一
四

〇
万
円
、
林
間
学
園
建
設
費
(
鉄

筋
二
階
建
一
三
〇
人
収
容
)
二
千

万
円
、
小
中
学
校
の
校
庭
整
備
費

二
千
万
円
、
学
校
プ
ー
ル
建
設
費

二
校
分
一
九
九
一
万
円
、
青
年
館

の
初
年
度
調
弁
費
二
百
万
円
な

ど
。

民
生
事
業
費
…
…
簡
易
保
育
所
の

移
転
に
伴
う
敷
地
購
入
費一
六
四

七
万
円

そ
の
他
　
参
議
院
議
員
定
例
選
挙

執
行
費
三
九
〇
万
円
、
青
少
年
不

良
化
防
止
及
び
「
カ
と
ハ
エ
」
駆

除
事
業
の
助
成
費
三
五
〇
万
円
、

民
間
管
理
の
防
犯
灯
に
対
す
る
補

助
費
四
五
八
万
円
、
「
区
政
の
お

知
ら
せ
」
の
全
世
帯
配
付
経
費
一

一
二
万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

第
一
次
追
加
予
算
は
、
小
中
学
校

々
舎
増
改
築
費
(
鉄
筋
一
〇
一
教

室
、
木
造
一
〇
教
室
)
屋
内
休
操

場
建
設
費
(
五
校
)
校
地
購
入
費
(

二
校
)
な
ど
の
教
育
費
六
億
三

七
九
万
円
で
す
。

次
に
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
は

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
ま
す

と
、
七
一
九
六
万
円
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
増
加
は
、

医
療
費
の
増
額
に
よ
る
も
の
で

す
。こ
の
予
算
中
主
な
る
も
の
は
、

保
険
事
業
の
主
た
る
目
的
で
あ
る

療
養
給
付
費
、
助
産
費
、
葬
祭
費

等
の
保
険
給
付
費
三
億
五
一
八
五

万
円
、無
料
健
康
相
談
の
実
施
や
、

保
険
衛
生
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

費
九
四
万
円
、
健
康
家
庭
表
彰
費

八
〇
万
円
、
こ
の
事
業
の
普
及
費

六
七
万
円
を
計
上
し
、
被
保
険
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
事
業
の
円
滑
な

遂
行
を
期
し
て
い
ま
す
。

昭和37年度国民健康保険事業会計歳 入

歳 出

5月13日　梅島電話局開局
東 京886 局・887 局

足立電話局区域内の電話事情を緩和するため、去る34

年12月から工事を進めていました梅島電話局が今月13日

からいよいよ開局されることになりました。

この電話局の開局によって、今年度中に足立局で3, 000

梅島局で5, 000 位の新しい電話をふやす予定なので、こ

れまでなかなかひけなかった電話事情はかなり好転いた

します。

梅島電話局へは、足立電話局管内から綾瀬川以西、荒

川放水路以北の地域の加入電話・公衆電話約5, 300 が5

月13日から3 回にわけて移ります。これと同時に、この

地域の電話に関するいっさいの取扱いは、梅島電話局で

行ないますのでご注意下さい。

なお梅島電話局( 5 月13日以降) へのお問合せ用電話

は次のとおりです。

電話加入申込み、相談などは( 886) 又は( 887) 0001

電話料金の問い合せなどは、( 886) 又は( 887) 0500

故障の問い合せは　局番なしの　113

電報のお取り扱いは( 886) 1118 へどうぞ。
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印
鑑
登
録
の
取
扱
い
が

一
部
加
わ
り
ま
し
た

四
月
一
日
か
ら
足
立
区
の
印
鑑

登
録
に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
か

わ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
区
民
の

皆
さ
ん
に
直
接
関
係
の
あ
る
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
印
鑑
登
録
に
つ
い
て

足
立
区
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

な
ど
が
新
た
に
印
鑑
登
録
を
さ
れ

る
場
合
、
足
立
区
内
に
保
証
人
が

い
れ
ば
問
題
は
な
い
の
で
す
が
、

区
外
で
発
行
さ
れ
た
ご
自
分
の
印

鑑
証
明
書
や
保
証
人
の
印
鑑
証
明

書
で
申
請
す
る
と
き
は
、
2
3区
内

の
も
の
で
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
回
か
ら
は
、
都
内
な

ら
三
多
摩
は
勿
論
、
大
島
、
八
丈

島
な
ど
ど
こ
の
も
の
で
も
よ
い
こ

と
に
な
り
、
都
全
域
の
も
の
が
共

通
に
つ
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

二
、
改
印
す
る
と
き

登
録
し
て
あ
る
印
鑑
を
別
の
印

鑑
に
変
更
し
ょ
う
と
す
る
に
は
、

今
回
か
ら
は
、
旧
印
の
あ
る
と
き

だ
け
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

三
、
印
鑑
を
廃
止
す
る
と
き

登
録
し
て
あ
る
印
鑑
を
使
は
な

く
な
っ
た
と
き
は
廃
止
届
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
紛
失

し
た
と
か
、
盗
難
に
あ
っ
た
と
か

の
理
由
で
印
鑑
が
な
く
な
っ
た
場

合
も
、
今
回
か
ら
そ
の
理
由
を
記

入
し
た
上
で
全
部
廃
止
の
手
続
き

を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

場
合
印
鑑
登
録
の
必
要
が
あ
れ
ば

新
た
に
登
録
す
る
と
き
と
同
じ
手

続
き
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

以
上
が
改
正
の
要
点
で
す
。

区役所出張所の電話局番が5
月中旬から変ります

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

―
民
生
課
か
ら
お
願
い
―

こ
の
手
当
の
申
請
は
3
月
3
1日

現
在
三
百
余
件
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
手
当
を
受
け
ら
れ
る

資
格
や
該
当
事
項
が
こ
ま
か
く
き

め
ら
れ
て
い
ま
す
た
め
に
、手
続

上
ご
面
倒
を
お
か
け
し
て
い
る
む

き
も
あ
り
ま
す
が
、
補
正
通
知
(

書
類
の
不
備
・
間
違
い
な
ど
で
な

お
す
よ
う
お
願
い
し
た
通
知
)
が

い
っ
て
い
る
方
は
お
早
め
に
区
役

所
民
生
課
へ
書
類
を
も
っ
て
届
け

て
下
さ
い
。

手
当
の
支
給

3
月
3
1
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
た

方
で
昨
年
1
2
月
3
1
日
現
在
申
込
資

格
を
有
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
今

年
の
一
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て

手
当
の
支
給
を
う
け
ら
れ
ま
す
。

手
当
の
支
払
い
は
、
証
書
を
支

払
郵
便
局
に
も
っ
て
い
け
ば
受

け
ら
れ
ま
す
。
支
払
は
年
三
回

で
1
月
と
5
月
9
月
、
四
カ
月
分

づ
つ
で
す
。

こ
の
証
明
を
す
で
に
お
持
ち
の

方
は
、
毎
年
6
月
に
は
前
年
度
所

得
の
調
べ
が
あ
り
ま
す
の
で
所
定

の
用
紙
で
届
け
て
下
さ
い
。

ま
た
3
5年
度
の
所
得
が
該
当
基

準
額
以
上
で
資
格
の
な
か
っ
た
方

も
新
た
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

申
請
中
の
方
や
証
書
を
持
っ
て

い
る
方
で
住
所
が
変
っ
た
ら
す
ぐ

に
係
ま
で
必
ず
届
け
出
て
下
さ

い
。引

揚
者
給
付
金
が

時
効
と
な
り
ま
す

昭
和
3
2年
か
ら
始
っ
た
外
地
引

揚
者
の
給
付
金
申
請
書
の
提
出
は
5

月
1
6日
を
も
っ
て
期
限
が
切
れ

時
効
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
済
ん
で

い
な
い
方
は
請
求
権
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
か
ら
大
至
急
手
続

を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
区
役
所
民

生
課
、
又
は
梅
島
支
所
庶
務
課
へ

行
政
苦
情
相
談
協
力
委
員
に

山
崎
忠
蔵
氏
が
決
定

国
民
生
活
に
つ
な
が
り
の
あ
る

国
家
行
政
に
つ
い
て
、
国
民
が
平

常
も
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
苦
情

や
意
見
を
い
ち
い
ち
監
察
局
な
ど

へ
申
し
出
な
く
と
も
、
行
政
苦
情

相
談
協
力
委
員
に
申
し
出
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
ど
国
か
ら
こ
の
委
員
を
委

嘱
さ
れ
た
方
は
、
東
京
都
下
で
1
8

名
ほ
ど
お
り
ま
す
が
、
当
区
の
山

崎
忠
蔵
さ
ん
(
千
住
二
丁
目
二
七

山
崎
質
店
々
主
)
も
そ
の
一
人
で

皆
さ
ん
の
ご
相
談
相
手
と
な
っ
て

活
躍
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

お
と
し
よ
り
の
方
に

敬
老
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

都
で
は
、
毎
年
高
令
者
に
敬
老

金
(
二
千
円
)
を
贈
呈
し
て
、

長
寿
を
祝
い
、
あ
わ
せ
て
そ
の

福
祉
の
増
進
を
は
か
っ
て
い
ま

す
。こ

の
高
令
者
と
は
1
月
1
日

現
在
、
満
7
5才
以
上
の
方
で
、

都
内
に
引
続
き
3
年
以
上
居
住

し
て
い
る
方
で
す
。

こ
の
申
出
書
用
紙
は
5
月
末

日
ま
で
に
地
区
の
民
生
委
員
が

お
届
け
し
ま
す
。
も
し
そ
れ
ま

で
に
用
紙
が
届
か
な
い
と
き

は
、
近
所
の
民
生
委
員
か
福
祉

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

申
出
書
の
受
付
は
6
月
3
0日

ま
で
で
、
民
生
委
員
か
福
祉
事

務
所
で
受
付
ま
す
か
ら
お
早
く

申
出
て
下
さ
い
。
申
出
の
と
き

は
、
申
出
人
お
よ
び
敬
老
金
を

支
給
さ
れ
る
方
の
印
鑑
を
お
持

ち
下
さ
い
。

こ
の
敬
老
金
を
贈
呈
す
る
日

は
9
月
1
5
日
以
降
に
な
り
ま
す

ま
た
、
6
月
3
0日
ま
で
に
申

出
を
し
な
か
っ
た
り
、
9
月
1
4

日
以
前
に
死
亡
ま
た
は
都
外
へ

転
出
し
た
場
合
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

敬
老
金
の
こ
と
で
わ
か
ら
な

い
こ
と
は
、
近
所
の
民
生
委
員

か
福
祉
事
務
所
に
お
た
ず
ね
下

さ
い
。

千
住
竜
田
町
一
〇
番
地

東
京
都
足
立
福
祉
事
務
所

電
話
(
8
8
1
)
五
九
四
八

福
祉
年
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

福
祉
年
金
5
月
期
(
3
7年
1
月

～
4
月
分
)
の
支
払
い
を
5
月
7

日
か
ら
指
定
郵
便
局
で
行
な
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
今
年
の
5
月
分
か
ら
明

年
の
4
月
分
ま
で
の
福
祉
年
金
を

受
け
る
に
は
、
定
時
届
と
い
っ
て

国
民
年
金
証
書
に
所
得
状
況
届
を

つ
け
て
区
役
所
国
民
年
金
課
福
祉

年
金
係
ま
た
は
出
張
所
に
6
月
末

日
ま
で
に
必
ず
出
し
て
年
金
額
の

記
入
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
所
得
状
況
届
の
用
紙
は
国

民
年
金
課
福
祉
年
金
係
ま
た
は
出

張
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

検
認
係
の
新
設

4
月
1
日
か
ら
国
民
年
金
課
に

保
険
料
を
専
門
に
取
り
扱
う
検
認

係
を
新
設
し
ま
し
た
。

検
認
係
で
は
、
担
当
職
員
が
各
家

庭
(
被
保
検
者
宅
)
を
3
カ
月
に

一
回
訪
問
し
て
保
険
料
を
検
認
徴

収
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。


